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事業活動に伴う周辺環境への影響を抑えるため、事業活動に適用される法令、
協定等を適切に周知・運用するとともに、設備や運用の改善に努めています。

環境トラブルへの対応
各事業所は環境マネジメントシステムに基づき、環境トラブルの未然防止や、

万が一環境トラブルが発生した時の影響の拡大防止に備えています。また、環境
トラブル発生時の連絡体制を整え、地元関係機関やJ-POWER本店の危機管
理対策チーム、経営トップをはじめとした関係部署への速やかな通報・連絡にも備
えています。必要に応じて報道各社へ事態の状況を公表します。また、類似地点
を含めた再発防止についても部門横断で対策を講じています。2025年度にマスコ
ミを通じて公表した環境トラブル事象は1件です。

近年の公表した環境トラブル事象の発生件数
2023年度:0件 2024年度:1件  2025年度:1件

社会へ向けた環境報告や情報開示を行うとともに、各地域において
は清掃活動や交流イベントへ参加し顔の見える交流を大切にしています。
また、グループ社内でも環境情報交流会等を開催し、環境管理に関

する情報共有に努めています。

対象 内容

社会へ向けた
情報開示

• ニュースリリース *J-POWERホームページにて随時
• 統合報告書の発行 *毎年9月ごろ
• 重要な環境データに対する第三者審査の受審
• 国際的な開示フレームワークへの対応（TCFD, TNFD等）
• アンケートへの回答（ＣＤＰ、国内報道機関ほか）

国等への報告
• 省エネ法および温対法定期報告 *任意開示への同意
• ＰＲＴＲ制度に基づく届出
• 廃掃法に基づく届出 ほか

地域社会
との交流

• 事業所周辺の清掃
• 生態系保護活動への参加（稚魚放流等）
• 希少種・生息環境の保全活動（希少昆虫・水生植物の生息・生育環境維
持、貴重鳥類への配慮、希少植物の移植）

• 地域交流イベントへの参加・支援
（自然観察会、学習イベントへの参加、祭事準備等）

• 事業所開放イベントの開催
• 事業所敷地内の植栽・種まきや花壇整備 ほか
• 気候変動に関する機関投資家・社外ステークホルダーとの対話

グループ社内
の情報共有

• 環境情報のタイムリーな共有 （法改正情報、トラブル事例、研修情報など）
• 環境情報交流会の開催
• 事業所内の清掃・美化活動 ほか
• ESG評価等外部評価の経営へのフィードバック

（サステナビリティ推進会議報告）

表：社内外との環境コミュニケーション（抜粋）

※統合報告書参照ページ：71ページ
環境コミュニケーション活動の推進

地点 状況・対策
佐久間電力所
（静岡県浜松市）

2025年9月15日、J-POWERが所有する佐久間ダム貯水池において、
グループ会社所有の作業船（全⾧11m）が沈没していることが確認さ
れました。沈没船には軽油約1,100Lが残存していたため、直ちにオイル
フェンスの展張および吸着マットによる油流出防止対策を実施しました。
その後、9月30日から沈没船の引揚げ作業を開始し、油流出防止措
置を講じながら作業を進め、10月9日に船体の搬出を完了しました。
一連の対応期間を通じて湖外への油流出は確認されませんでした。

※統合報告書参照ページ：71ページ
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